
第１章 総 則

第１条 福島大学人文社会学群経済経営学類信陵会会計監査委員会 (以下, 本委員会) は福島大学人

文社会学群経済経営学類信陵会 (以下, 信陵会) 規約第３条第２号に規定される委員会である｡

第２条 本委員会は信陵会選挙管理規定第５条第２号に規定される５名以下により構成される｡

第３条 本委員会の事務所は, 信陵会総務委員会事務所の一部を使用する｡

第４条 すべての監査結果は, 信陵会規約第６条に従い, 事務所前掲示板に１週間表示する｡

第５条 本委員会は総務委員会の職務の執行を監査する｡

第６条 本委員会はいつでも信陵会各機関に対し職務の報告を求め, 財産の状況を調査できる｡

第７条 総務委員会は, 信陵会に著しい損害を及ぼす恐れのある事態を発見した場合, 直ちに監査役

に報告しなければならない｡

第８条 本委員会は総務委員会が学生大会に提出する議案や書類を調査する｡ その際に福島大学規程

への違反や, 不当な事項を発見した場合, 学生大会に意見を報告しなければならない｡

第９条 総務委員会が信陵会の目的の範囲を逸脱している場合や, 福島大学規程に違反する行為を行

い, その結果信陵会に著しい損害を生ずる恐れのある場合, 本委員会は総務委員会に対しその行為

を中止するよう求めることができる｡

第10条 本委員は信陵会諸機関の委員を兼務してはならない｡ 但し本委員が信陵会諸機関の活動に協

力することを妨げない｡

第11条 信陵会は本委員会が職務を執行するために必要な費用を負担しなければならない｡

第12条 本委員の任期は信陵会総務委員会の任期に準ずる｡

第13条 本委員会委員は, 本委員の３分の２以上の同意により辞任できる｡

第14条 本委員会委員は, 信陵会員総数の過半数の解任請求 (信陵会員の学籍番号付連署の提出) に

より解任される｡

第15条 本委員が監査報告書で虚偽の報告を行った場合, 以下のいずれかが満たされればその委員は

解任される｡

一 総務委員の３分の１以上の請求

二 信陵会員総数の４分の１以上の請求 (信陵会員の学籍番号付連署の提出)

第２章 会計監査の目的

第16条 信陵会の予算が以下にかかげる信陵会費の使用目的に沿って使われているかどうか監査する｡

一 信陵会員の勉学活動への援助｡

二 信陵会員のサークル活動への援助｡

三 信陵会員の学生生活への援助｡

四 公序良俗に基づき妥当と考えられる信陵会の企画を遂行するための資金｡

五 同じく信陵会本部の活動資金｡

六 その他前項の活動に付帯する関連事項｡

２ 前項の各号に該当する場合でも, 営利を得ることを目的として使用することはできない｡
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第３章 会計監査の方法

第17条 本委員会は, 信陵会各機関が作成した所定の会計報告書が信陵会費残高と合致するか調査し,

会計監査報告書を作成しなければならない｡ その際, 以下の条件が満たされなければならない｡

一 第16条に記載されている信陵会費の使用目的が守られていなければならない｡

二 領収書等, 支出を証明する証書が存在しなければならない｡

第18条 会計監査の期間には短期と長期がある｡

一 短期は, 原則として毎月一日から最終日までを一期とする｡

二 長期は, 原則として信陵会規約第９条に規定される会計年度に従う｡

第19条 短期期首に前々期 (短期) の会計を締め切り, 信陵会各機関に経理報告を行わせる｡ 報告が

あり次第直ちに監査を行う｡

第20条 会計年度期首に信陵会各機関に前年度分の会計報告を行わせる｡ 報告があり次第直ちに監査

を行い, 結果を学生大会で報告する｡

第４章 信陵会各機関への違反規定

第21条 監査の結果, 次のような問題が起こった場合, 監査はこれを不備または違反として指摘できる｡

一 同会計監査の結果, 誤りや記入漏れなどが認められる場合, 不備として指摘できる｡

二 本規約第３章に規定されている会計監査に従わない場合や, 本規約第16条に照らし重大な問題

があると判断できる場合, 違反として指摘できる｡

第22条 不備を指摘できた場合, 本委員会は該当機関に対して次のような措置をとる｡

一 会計報告の再検査・再提出を命令する｡

二 本委員会の５分の２以上の委員が要求する場合には, 不備機関の会計担当者は本委員会に出席

し, 経理状況を説明しなければならない｡

三 本委員会の５分の３以上の委員が要求する場合には, 不備機関の責任者に対し会計担当者を監

督するよう命令することができる｡

四 本委員会の全委員が要求する場合には, 不備機関の会計担当者を経理職から解任させることができる｡

第23条 違反を指摘できた場合, 本委員会は該当機関に対して次のような措置をとる｡

一 会計報告の再検査・再提出を命令する｡

二 本委員会の５分の２以上の委員が要求する場合には, 違反機関の会計担当者は本委員会に出席

し, 経理状況を説明しなければならない｡

三 本委員会の５分の３以上の委員が要求する場合には, 違反機関の責任者に対し会計担当者を監

督するよう命令することができる｡

四 本委員会の５分の４以上の委員が要求する場合には, 違反機関は信陵会会員へ陳謝の告示をし

なければならない｡

五 本委員会の全委員が要求する場合には, 違反機関の会計担当者を経理職から解任させることが

できる｡ また, 各機関に対し, 会計担当者の辞任を要求することができる｡

第５章 附 則

第24条 本規約の改廃は, 信陵会規約の改廃に準ずる｡

第25条 本規約は, 2002年６月27日をもって発効する｡

但し, 2004年11月29日一部改正 2004年11月30日施行
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